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従来、有機色素および顔料は一般的に、水あるいは油性の溶媒に溶出する

ため、メークアップ化粧料（特に口紅、マニキュア）として使用された場合、

皮膚あるいは爪への色素の染着性、あるいは、にじみだし等が問題となって

いる。

また近年、水性化粧料の要望が、人体への安全性の要求から高まっている

が、溶出性の有機色素を多量に配合した場合、有機色素顔料が水中に溶け出

すために、望まれる水性化粧料ができない。このため、本開発研究では、層

状金属複水酸化物の層間に陽性の色素イオンを固定化することにより、有機

色素と無機水酸化物の複合体を形成させ、水あるいは油性の溶媒に溶出しに

くい複合化有機色素顔料を精製することに成功した。
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